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Abstract:In the constant‐rate‐of‐str in consohdation test,the measurement can be easily automated
and therefore we can get inany data by measuring in a very short ime‐int rval.HoweveЬ values of
constitutive parameters such as the coefficients of volume compressibihty and that of consolidaion tend
toユuctuate if the data xneasured in a very short tiine‐interval are used.This study aiュュs to estabhsh a
way for reducing theユuctuaion.In this paper the effects of the accuracy in measurement upon the
nuctuaion are discussed based on the results from tests that were conducted with ditterent degrees of
accuracy.As a condusion,it was found that even higher accuracy can not reduce the nuctuation but the
data have to be selected before analysis so that the error in every two consecutive data will decrease.

















試料 として 65μ mふるいで裏ごしした東京湾
泥を用いた。その物理的性質を表 1に示す.含水
比160%に保ちながら72時間練 り返 した後予圧密
した。予圧密は中型圧密容器 (直径 15,6 clll,高さ
23.6 cm)を用いて圧密圧力 39,2kPaまで段階的に
























A B C D
軸圧縮荷重 P ロ
ーー ドセrル 0,00265 kN/1×10~6て芥.ドレタ ○ ○
ローー ドセfル 0.001667 kN/1×106ひずみ ○ ○
底面間隙水圧 y 間隙水圧計 0.21082 kPa/1×106て外サ
Hじチ ○ ○ ○
差圧変換器 0.0336 kPa/1X10~6て少Iデみ ○




























































































































圧密係数 ♂ッは 彰 とクぅの関数である。そこで,
まず試験 (A)と(B)における結果を比較する.図3
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図5 体積圧縮係数脇ソの相対誤差に含まれる因子
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図12 2次データを用いた場合の体積圧縮係数
の相対誤差
とは明らかである(図9参照).したがつて,圧密
係数 cッは,軸圧縮荷重の測定精度の影響を大きく
受けることが説明できる。
△〃△′は圧縮速度のことであり,定ひずみ速度
圧密試験においては一定 と仮定 しているが,図
10(a)～(d)からわかるように,実際の供試体の変
位速度は一定ではなくその値はばらつく。これは ,
軸変位の測定値に含まれる誤差と供試体の性質に
よる.供試体は,圧縮が進むにつれ圧縮性が小さ
くなつていくため,平均圧縮応力が大きくなるほ
ど圧縮速度は減少する.圧縮速度が大きいほど測
定値に含まれる誤差の影響は大きくなると考えら
れる。図 10を見ると,平均圧縮応力が大きくなる
につれて,変動が激 しくなつていることがわかる。
仮に圧縮装置の圧縮速度の設定値と経過時間から
求めた変位量を用いてデータ整理を行つた場合 ,
△〃△サは一定値であるので透水係数の値のばらつ
きは減少すると考えられる。
図 1日ま試験(A)と試験(B)の体積圧縮係数 脇vの
値に含まれる誤差を示したものである。上で述べ
たとおり,測定精度の優れている試験 (B)のほうが ,
試験(A)よりも相対誤差が大きいことがわかる。
以上のことから,圧縮・圧密に関するパラメー
タと測定値に含まれる誤差について次のようなこ
とが言える。各パラメータの値の変動には測定値
の誤差が影響しているが,測定装置の精度を良く
して誤差自体を小 さくしてもばらつきを抑えるこ
とはできず,各パラメータの値の変動を激 しくす
るだけである.ばらつきを抑えるためには,AP
と △どのそれぞれについて,相対的な誤差を小さ
くする必要がある.
5,2次データによる比較
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上で述べたように,圧縮・圧密に関するパラメ
ータの値の相対的誤差は, 1次データで比較する
と,測定精度の優れている方よりも測定精度の劣
つている方が,相対誤差は小さい区間が多いとい
うことがわかつた ,
しかし,精度が異なる2つの試験の結果は,1
次データにおいては結果の整理に用いるデータ間
隔がデータロガー l digit分のPによつて支配さ
れるので,デー タ間隔における物理量 APは試験
によつて異なる。そのため, 1次データの結果で
比較することは必ず しも適切であるとはいえない .
したがつて,2次データを用いてAPの値をおおよ
そ同じにし,デー タの比較を行つた ,
図 12は試験(A)および試験(B)において △P≧2
になるような2次データを用いて得 られた体積圧
縮係数の値の相対誤差を示したものである。図か
らわかるように,測定精度の優れているほうが相
対誤差は小さくなっている。1次データにおいて
は,測定精度を上げる効果は見られなかったが,2
次データを用いることによつてその効果が現れた。
このことから,測定精度のみならず,結果の整理
に用いるデータの選択が重要であることは明らか
である。
6.おわりに
測定精度を上げて,デー タの読み取 り誤差を小
さくしても,1次データを用いて得 られた各パラ
メータの値の変動を軽減させることはできなかつ
た。パラメータの変動には,読み取 り誤差自体の
大きさは問題ではなく,デー タの値に含まれる相
対的な誤差の影響が大きい,各パラメータの値は,
2つの測定時間におけるデータの差を用いて計算
するため,とくに,測定時間間隔 △どの間に生 じる
圧縮応力の増加量彰 と軸変位量の増加量△プの値
に含まれる相対的な誤差の影響が大きくなる.し
かし,結果の整理に用いる時間間隔を大きくする
と,APと△′の値に含まれる相対誤差は小さくな
るので,パラメータの変動を減少 させることがで
きる。
以上のことを考えると,測定器の精度は優れて
いるほうが好ましいが,」ISの規定に合 う測定器
を用いればよく,用いるデータを十分に吟味する
ことが重要であるといえる。
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